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授業では、教科書 13 課「帰結」、14 課「結論の
提示」で、結論の構成、文型と表現を学び、結論に
使われる表現を学習した。そして、「序論」「本論」
に「結論」を加え、なるべく早く提出するように、
指示した。
次に、個人指導の時間を設けることにした。
前回の宿題の「序論」「本論」については、前出
のようにメール添付にてやりとりをし、受講生に
は、コメントをもとに再度修正を加え「序論」「本
論」を印刷して提出することを宿題としてあった。
教師は、それぞれの「序論」「本論」を再度確認し、
印刷して持参した。それらを突き合わせ、一人 10
分間程度、教師と受講者が対面で内容や表現につい
て個人的に質疑応答する時間を設けた。個人によっ
て質問したい内容が違うため、個人指導は大変有効
であった。
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７．第 7 回「小規模な論文を仕上げよう」
第 6回から第 7回までの一週間で、添付ファイル
でのメールのやりとりを一往復から二往復にし、
「序論」「本論」「結論」を完成版に近づくように、
アドバイスをした。授業とメールでのやりとりが確
立してきた。
一人 10 分間を目安に、「序論」「本論」「結論」を
返却して、内容や表現についての確認やアドバイス
をした。ただし、教師が他の受講生と話している間
は、パソコンを持参しての作業も許可し、個人作業
をさせた。実際、パソコンを持参し、脚注の付け方
など機械の操作を教え合っている受講者もいた。
この「序論」「本論」「結論」に、教科書の「参考
文献の書き方」を踏まえて、「参考文献」を加え、
完成版を作成して、メールで提出することが、最後
の宿題となった。
また、授業中に扱えなかった、間違えやすい副詞
を中心とした自作の文法問題（10 問）を作成し配
布したところ、受講生はクイズを解くように解いて
いった。いろいろな言葉がわかって面白いそうであ
る。受講者の原稿から訂正が必要だった表現も含め
ておいたので、受講者を想定して作成したものは、
やはり手ごたえが違うと感じた。最後に解答をみせ
て自己採点をさせた。自主学習も充分にこなしてい
た。
８．‌第 8 回「互いに論文を読み合おう」「ふ
りかえり」
受講生の都合でこの日の参加者は 2名だった。書
いた本人が自らの論文の「序論」「本論」「結論」と
区切って声を出して読み、内容が理解できたか聞き
手に確認をとり、自由に意見交換する活動を行っ
た。「ここがわかりやすい」、「ここは、もっとこう
したほうがいい」などといった積極的な意見が得ら
れた。内容についても議論し、役割を交代した。
次に、第 5回の授業で受講生全員で決めた評価表
を用いて、2 人に相互評価をさせた。その結果、評
価表を使用したことで、評価が可視化され、良かっ
たとの感想が得られた。
また、シートに書かれた「ふりかえり」の内容は
以下のとおりである。　　　　　
受講者Ｃ：学びたいことが学べました。論文の
組み立て、内容の整理、注の必要性、論文式の
用語の使い方などが役に立つものだと思いま
す。〔ママ〕
受講者Ｓ：思う以上勉強になりました。論文の
書き方と論文らしい日本語の使い方について学
べました。小さい論文を完成するという課題を
出され、論文を書く練習になり、また、日本語
のミスを修正していただくことが大変学びにな
りました（モデル効果）。これからの修士論文
に役立つと思っています。〔ママ〕
受講者Ｍ：（「日本語で①美しく表現し、②上手
く説明でき、③正しく④わかりやすく文章を書
けるようになりたい」と初日に書いたこの受講
生は、それぞれに対して以下のようなコメント
を書いた。）
①まだ思ったほど美しく表現できないが、シン
プルな単語で表現することもできることが気づ
き、alternative な方法を見つけました！
②読者の気持ちを考えて書くようになりました
!! そのことで、読者にとって読みやすく書ける
ようになったと感じます。
③まだ復習が必要です !!
④②に書いたように、読者（先生）のコメント
を得たので、論文の流れや構造をわかりやすく
書けるように感じました !!（先生のおかげさま
です !!）〔ママ〕
どのコメントもありがたいと思う。この講座の準
備期間から最終日まで、授業準備やメールなど、受
講者のためにと考えて実践したことが確かに実を結
んでいる事がわかる。また、このクラスの目標であ
る「母語話者が書いた論文と変わらない日本語で論
文を書くこと」にも確実に近づけたのではないだろ
うか。
おわりに
以上、「日本語論文指導講座」全 8 回の授業の報
告を行った。院生たちの顔は、小規模であっても日
本語で論文を書き終えたという満足感で満たされて
おり、口々に感謝の言葉を述べていた。この講座
は、受講生にとって修士論文を書く上で役に立つこ
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「大学院留学生のための論文指導講座」を終えて（德田かおり）
とは間違いなく、院生と教師の間のやりとりは、双
方にとって学ぶところの多いものであった。
このような機会をいただいたことを、この場をお
借りし、感謝申し上げる。
【注】
（1）実際の論文と同様の長さではないが、論文に求
められる表現や構成を備えた小規模な論文を受
講者に書かせた。
（2）KJ 法：データをカードに記述し、カードをグ
ループごとにまとめ、図解するなどして、論文
等にまとめていく手法。共同での作業にもよく
用いられ、「創造性開発」（または創造的問題解
決）に効果があるとされる。
【使用教科書】
アカデミック・ジャパニーズ研究会 編著（2015）
『改訂版 大学・大学院 留学生の日本語④論文作成
編』アルク
【参考文献】
石黒圭（2012）『この一冊できちんと書ける！論文・
レポートの基本』日本実業出版社
